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●どんなものが展示してある？ ●

●何を目的とした展示館？●

近年，海外では，認知症のある人が用いる福祉機器が注目され，普及し始め

ています。しかし，国内では，市販されている機器はまだ少なく，機器の情報や

実際に機器に触れる機会などが不足しています。そこで，この展示館では，国内

外から収集した認知症のある人の福祉機器（約80点）を展示し，機器を見て，

触って，体感できる機会を提供することを目的にしています。

●認知症のある人の福祉機器とは？ ●
認知症では，脳神経細胞の大幅な減少等により，記憶障害（例：夕食を食べたこ

とを忘れる）や，見当識障害（例：時間の流れや自分のいる場所が分からなくな

る）といった脳の情報処理の障害が生じます。認知症の軽度から中度の段階では，

脳の情報処理の障害を補ったり，脳の機能を維持・向上する機器を用いることで，

自分の力を活かして生活を営むことができます。
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http://www.rehab.go.jp/ri/kaihatsu/lifeSupport/detail_ja.php?kikiId=53&path=./isoList_ja.php&keyword=�


西武新宿線 航空公園駅 東口
または 新所沢駅 東口から
徒歩15分

見学をご希望の方は，

以下までお気軽に，お問い合わせください。

国立障害者ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ研究所

福祉機器開発部 担当：間宮／石渡

Eメール：dementia@rehab.go.jp

FAX：04 -2995 -3132

電話：04 -2995 -3100（内線 2523）

郵便：〒359-8555 所沢市 並木 4ー1

●見学申し込みは？ ●

●もっと詳しく機器について知りたい方のための情報源●

国立障害者リハビリテーションセンター研究所 ホームページ

当研究所では，認知症のある人の福祉機器の開発研究と普及に取り組んで

おり，取り組みやイベントの情報をホームページで公開しています。

アドレス：http://www.rehab.go.jp/ri/kaihatsu/dementia/topj.html

認知症のある人の生活支援機器データベース

展示館の機器を中心として，認知症のある人の生活に役立つことが期待さ

れる機器の詳細な情報を閲覧できるデータベースを公開しています。

アドレス：http://www.rehab.go.jp/ri/kaihatsu/lifeSupport/top_ja.php
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